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(57)【要約】
【課題】                      在宅で居ながらにして
入院患者と同じように、日毎の健康状態をチェックし
て、具合が悪い場合には、医師を派遣して対処してもら
うようなサービスシステムは未だに存在せず、在宅患者
が独りで住んでいる場合等には、重篤な健康状態になる
と、電話をかけたりすること自体ができなくなる恐れが
多分にある。
【解決手段】                  インターネット等の情
報ネットワークを介して、ユーザー端末１に血圧、脈
拍、体温等の所定の測定レポートの入力を促す段階と、
端末１からの測定レポートを受信して既存データと比較
・判定する段階と、比較・判定データ及び判定結果を監
視者端末３，４に表示せしめる段階とからなるホームド
ックターケアーネットワークシステム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】                  インターネット等の情
報ネットワークを介して、ユーザー端末に血圧、脈拍、
体温等の所定の測定レポートの入力を促す段階と、端末
からの測定レポートを受信して既存データと比較・判定
する段階と、比較・判定データ及び判定結果を監視者端
末に表示せしめる段階とからなるホームドックターケア
ーネットワークシステム。
【請求項２】                  請求項１に記載のシス
テムにおいて、監視者端末に表示せしめる段階が、比較
・判定データ及び判定結果が異常な場合に異常発生を監
視者端末に警告表示せしめる段階からなるホームドック
ターケアーネットワークシステム。
【請求項３】                  請求項２に記載のシス
テムにおいて、異常発生警告表示を受けて監視者端末が
ユーザーに応答を要請する段階と、応答要請に対する応
答の有無又は状況に対応して病院関係者又は監視者関係
者がユーザー宅を訪問することを促す段階からなるホー
ムドックターケアーネットワークシステム。
【請求項４】                  請求項１、２又は３に
記載のシステムにおいて、ユーザー端末を犬をイメージ
する形態にしてなるホームドックターケアーネットワー
クシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、在宅患者等のユー
ザーの端末と病院等の監視者の端末とをインターネット
等のネットワークを介して接続し、患者等のユーザーの
容態を監視して、異常発生時には、病院関係者等に患者
宅を訪問せしめることができるようにしたホームドック
ターケアーネットワークシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の技術としては、在宅患者等が医療
機関等と契約しておき、具合の悪いときに電話等により
識別番号等を提示して、救急車等によりその医療機関に
運ばれるようにしたシステムは知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、在宅で
居ながらにして入院患者と同じように、日毎の健康状態
をチェックして、具合が悪い場合には、医師を派遣して
対処してもらうサービスシステムは未だに存在せず、ま
た、在宅患者から連絡しなければならないシステムで
は、最近の核家族化により在宅患者が独りで住んでいる
場合等には、重篤な健康状態になると、電話をかけたり
すること自体ができなくなる恐れが多分にある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明は、イン
ターネット等の情報ネットワークを介して、ユーザー端
末に血圧、脈拍、体温等の所定の測定レポートの入力を
促す段階と、端末からの測定レポートを受信して既存デ
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ータと比較・判定する段階と、比較・判定データ及び判
定結果を監視者端末に表示せしめる段階とからなるホー
ムドックターケアーネットワークシステムを提供するも
のである。
【０００５】本発明によれば、在宅患者等がユーザー端
末に血圧、脈拍、体温等の所定の測定レポートを入力す
ると、本発明システムは、インターネット等を介して端
末からの測定レポートを受信して既存データと比較・判
定し、その比較・判定データ及び判定結果を医療機関等
の監視者端末に表示せしめることにより、医療機関は在
宅患者の健康状態を即座に認識し対処することができ
る。
【０００６】また、本発明は、請求項１に記載のシステ
ムにおいて、監視者端末に表示せしめる段階が、比較・
判定データ及び判定結果が異常な場合に異常発生を監視
者端末に警告表示せしめる段階からなるホームドックタ
ーケアーネットワークシステムを提供するものである。
本発明によれば、比較・判定データ及び判定結果が異常
な場合に異常発生を監視者端末に警告表示せしめるか
ら、監視者は直ちに在宅患者等のユーザーに連絡を取っ
て、対処することができる。
【０００７】また、本発明は、請求項２に記載のシステ
ムにおいて、異常発生警告表示を受けて監視者端末がユ
ーザーに応答を要請する段階と、応答要請に対する応答
の有無又は状況に対応して病院関係者又は監視者関係者
がユーザー宅を訪問することを促す段階からなるホーム
ドックターケアーネットワークシステムを提供するもの
である。本発明によれば、異常発生警告表示を受けた監
視者がその端末からユーザーに応答を要請することがで
きると共に、応答要請に対する応答の有無又は状況に対
応して病院関係者又は監視者関係者にユーザー宅を訪問
することを促し、的確な対応ができるようにすることが
できる。
【０００８】また、本発明は、請求項１、２又は３に記
載のシステムにおいて、ユーザー端末を犬をイメージす
る形態にしてなるホームドックターケアーネットワーク
システムを提供するものである。本発明によれば、ユー
ザー端末が犬をイメージする形態であるから、ユーザー
に親しみを抱かせ、ドックからドクター(医者）を連想
することができると共に、ユーザー端末に暖かみのある
親しみを印象づけることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下図示する実施例に基づいて本
発明の実施の形態を説明する。図１において、１は在宅
患者や高齢者等のユーザー宅内に配置したユーザー端末
で、図示の実施例の場合、犬をモデルとした外観に構成
して、ユーザーに暖かみのある印象を与え、音声及び画
像通信に使用する場合にペット感覚で話しかけることが
できるように構成してある。
【００１０】２は本発明システムのデーターセンターの



(3) 特開２００３－５２６４７

10

20

30

40

50

3
サーバーで、ユーザー端末１とは、インターネット及び
電話回線等により接続されており、毎日一定時刻内に、
ユーザーが自ら測定するか、介助者が測定するか、又
は、自動測定装置で自動的に測定した血圧、脈拍、体
温、顔写真等の所定の測定レポートをユーザー端末１か
ら入力せしめて、その測定レポートをデータセンターに
記録し、契約先の医療機関３又は出張サービス機関４等
からなる監視者端末に、インターネット等を介して提供
するように構成してある。
【００１１】サーバー２は、その日のユーザー端末１か
ら入力された測定レポートに基づいて、図２に記載のよ
うな、顔写真入りのバイタルデータ５、或いは、図３に
記載のような、トレンドグラフ表示６を作成して、医療
機関３等の監視者端末に、検索可能に提供すると共に、
ユーザー端末１及び医療機関３等の監視者端末を直接接
続して、対話や連絡を簡単に行うことができるように構
成してある。
【００１２】また、ユーザー端末１から入力された測定
レポートの測定値は、データセンターにおいて、これま
で蓄積された個人データと、個々に設定された判定値に
より自動的に正常か否かが判定され、判定の結果、異常
と見られた場合には、医療機関３又は出張サービス機関
４等の監視者端末に、異常発生通知がなされ、医療機関
３又は出張サービス機関４等の監視者が、ユーザー端末
に直接連絡を取り、又は、直接に訪問することができる
ように構成してある。
【００１３】また、サーバー２は所定の時刻内にユーザ
ー端末１から測定レポートが入力されない場合にも、医
療機関３又は出張サービス機関４等の監視者端末に、異
常発生通知がなされるように構成してある。また、図６
に記載のように、ユーザー端末１と出張サービス機関４
等の監視者端末との間には、直接又はサーバー２を介し
て、電灯の交換、外出時の送迎、又はヘルパーの要請等
の日常生活における支援要請を行えるように構成するこ
とも可能である。
【００１４】更に、図７に記載のように、ユーザー端末
１と販売店７やホームヘルパー８との間には、直接又は
サーバー２を介して、生活用品の受注や、買い物の依頼
等を行えるように構成することも可能である。
【００１５】上記の実施例の本発明システムの流れを図
８の処理フロー図により説明すると、ステップ１におい
て、サーバーからユーザー端末に時間枠を指定して、血
圧・脈拍・体温等の測定を要請する問いかけがなされ、
ステップ２において、問いかけを受けてユーザーが測定
し、測定結果をステップ３においてユーザー端末に入力
すると、サーバーはその入力した測定データをデータセ
ンターにおいて記録すると共に、ステップ４に記載のよ
うに、正常値と比較して、正常か異常かを判定して、正
常で有れば、ステップ５のように監視者又はユーザーが
検索可能に監視画面上に表示する。 *
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*【００１６】ステップ３において測定データの入力がな
かったり、ステップ４において測定結果に異常が認めら
れた場合、ステップ６のように、監視者端末に異常判定
又は応答無しの警告表示がなされ、ステップ７におい
て、監視者はユーザーに連絡を取り、状況に応じてステ
ップ８のようにユーザーを訪問することができる。
【００１７】
【発明の効果】以上の通り、本発明に係るホームドック
ターケアーネットワークシステムによれば、インターネ
ット等の情報ネットワークを介して、ユーザー端末に血
圧、脈拍、体温等の所定の測定レポートの入力を促す段
階と、端末からの測定レポートを受信して既存データと
比較・判定する段階と、比較・判定データ及び判定結果
を監視者端末に表示せしめる段階とからなる構成を有す
ることにより、在宅患者等がユーザー端末に血圧、脈
拍、体温等の所定の測定レポートを入力すると、本発明
システムは、インターネット等を介して端末からの測定
レポートを受信して既存データと比較・判定し、その比
較・判定データ及び判定結果を医療機関等の監視者端末
に表示せしめることにより、医療機関等は在宅患者の健
康状態を即座に認識し対処することができと共に、在宅
患者や高齢者は安心して在宅看護を受けることができる
効果がある。
【００１８】また、本発明は、請求項１に記載のシステ
ムにおいて、監視者端末に表示せしめる段階が、比較・
判定データ及び判定結果が異常な場合に異常発生を監視
者端末に警告表示せしめる段階からなる構成を有するこ
とにより、比較・判定データ及び判定結果が異常な場合
に異常発生を監視者端末に警告表示せしめるから、監視
者は直ちに在宅患者等のユーザーに連絡を取って、対処
することができる効果がある。
【００１９】また、本発明は、請求項２に記載のシステ
ムにおいて、異常発生警告表示を受けて監視者端末がユ
ーザーに応答を要請する段階と、応答要請に対する応答
の有無又は状況に対応して病院関係者又は監視者関係者
がユーザー宅を訪問することを促す段階からなる構成を
有することにより、異常発生警告表示を受けた監視者が
ユーザーと連絡を取り、状況に対応して病院関係者又は
監視者関係者がユーザー宅を訪問することができる等の
迅速、的確な対応ができる効果がある。
【００２０】また、本発明は、請求項１、２又は３に記
載のシステムにおいて、ユーザー端末を犬をイメージす
る形態にしてなる構成を有することにより、ドックから
ドクターを連想せしめることができると共に、ユーザー
端末に暖かみのある親しみを印象づけることができる効
果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】      本発明システムの一実施例の概略説明
図。
【図２】      その要部の表示状態を示す概略説明図。
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【図３】      その要部の他の表示状態を示す概略説明
図。
【図４】      本発明システムの一実施例の概略説明
図。
【図５】      本発明システムの一実施例の概略説明
図。
【図６】      本発明システムの一実施例の概略説明
図。
【図７】      本発明システムの一実施例の概略説明
図。
【図８】      本発明システムの一実施例の概略フロー*
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*説明図。
【符号の説明】
１      ユーザー端末
２      サーバー
３      医療機関
４      出張サービス機関
５      バイタルデータ
６      トレンドグラフ表示
７      販売店
８      ホームヘルパー

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図８】
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要解决的问题：解决以下问题：服务系统允许患者以与住院患者相同的
方式在家检查他的日常健康状况，并在患者感觉不适时检查患者时派遣
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